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尺 度 分散分析結果(多重比較了 奪質手プグノレL プ構歳
Q-U意欲尺度
「友人関係J ~{7' (1)2>3) (1=2):(2=3)， (X=Y):Z 
f学習意欲J ~{7・(1 )3) (1=2)・(2=3)，(X=Y)・Z
r笠怨雰囲気ム一一一一一一_Ht立三?.3)一一ー ー 一一 ______Jt竺7)_~~， _)(_:y;~______
Q-U満足度尺度
「承認得点J ~イ7' (1)2>3)，学校(X>Y二老) 1:2・3，X:(Y=Z) 
(後箆貧復忠よ一一______________~イ主(1くN)_________ 一一一一ー t~A?UX::?:) 










は.X小学校では r学習意欲 (s =.302**) J r被侵害
得点 (β=一.180吋Jr承認得点 (s =.180**) Jがそれぞ
れ「本来感Jへの有意なパスを示したが.y. z小学
校においては r承認得点 (β=.320**)Jr学習意欲 (β

























満出現足群率 X小子校 Y小学校 Z小学校 9イ7"
4・1(91.3%) 5・2(95.8%) 4-1 (100.0%) 
90-100 5・l(95.8%) 6・1(96.3%) 6-3 (95.8%) 
% 5・2(100%) 
・ー----- !?_-2.S.~?，f~主L4・2(88.0% 4・1(81.8%) 5・3(81.5%) 
80・89 5・1(88.2%) 4・2(87.1%) 6・1(88.0%) 
% 6・1(80.0%) 4・2(80.0%) 6・2(84.0%) 
6・1(87.0%) 5-2 (87.5%) 
70-79 5・2(77.4%) 
6・2((87758%%) 
4・3(70. 4:r(73.3%Y-" .... 
% 6・2(74.2%) 5・1(78.1%) 2 
...... 合6・231(1691A目6払%}). "6:iて6日io.r'ヲ:f(65.4%Y-".... 
5-1 (60.9%) 
60-69 5-3 (62.5%) 
% 6・1(61.5%) 3 
-・・・・---・・・・----
5・1(58.3%) 4-3 (54.2% 
50-59 5-3 ( 54.2%) 4・2(58.6%) 
% 4・1(57.7%) 5-2 (56.0%) 












上の20学級(タイプ 1)と. 70%台の 6学級(タイプ
2)と50-69%の16学級(タイプ 3)を分析対象とした。
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表3 学級機能尺度の因子分析結果
質問項目 国平I 田平E 因平田 ;t;面舵
第 I因子『子どもの主体性を尊重した教師のかかわり」 a=.882 
12.先生は，わたしたちの考えや意見を聴いてくれる。 0.814 0.033 -0.095 0.618 
10.何かがうまくできたとき，先生は一緒に喜んでくれる。 0.781 0.021 -0.089 0.561 
11.何か失敗したときは，次にやるときどうするかについて，先生は考えさせてくれる。 0.767 -0.145 0.109 0.550 
13.先生と話をすると，やる気になる。 0.760 0.047 0.020 0.644 
14.先生の授業は，楽しくて，おもしろい。 0.706 0.103 -0.025 0.579 
15.先生の授業は，わかりやすいロ 0.689 0.065 0.012 0.545 
9.子ども同士のケンカについて，先生は両方の気持ちを聞いてくれる。 0.658 -0.129 0.068 0.383 
19.先生はクラスの子どもたちのζ とが大好きだと，わたしは感じる。 0.530 0.167 -0.026 0.400 
17. 自因主子勉『強集は団本凝当集に性自分がしたいだけやることを， 先生は認めてくれる。 0.405 -0.028 0.154 0.237 
第II2iH.I.I~UUU1Jα=.830 
5.わたしのクラスは，お互いに仲がよい。 開0.107 0.812 -0.026 0.535 
2.わたしのクラスはまとまっていると思う。 -0.024 0.698 0.070 0.538 
7.わたしのクラスは，みんなで何かをするのが好きである。 0.013 0.689 -0.053 0.436 
1.わたしのクラスは，クラスで何かをするときは，みんな喜んで参加する。 0.079 0.647 -0.038 0.451 
21.わたしは，自分のクラスのことが大好きだと感じる。 0.118 0.543 0.100 0.490 
6.わたしのクラスでは，る問有題能を感解・決貢し献よ感う』とするとき，できるだけいろいろな方法を考える。 0.114 0.380 0.156 0.340 
第E因子「クラスにおけ α=.789 
20.わたしは，自分のクラスの役に立つことができると感じる。 -0.043 0.023 0.705 0.488 
18.クラスで決める目標や計画について，その話し合いに自分が参加できていると感じる。 0.010 0.042 0.691 0.529 
2.わたしは，授業中，間違っているかもしれないζ とでも言える。 0.087 -0.162 0.599 0.293 
4.わたしは，クラスで一緒にやりたいことがすぐに思いつく。 -0.099 0.150 0.572 0.401 
16.わたしは，授業中，友達の意見で考えが深まることがある。 0.134 0.018 0.452 0.303 
3.わたしのクラスでは，生活の決まりをつくるとき，わたしたちもその話し合いに参加できる。 -0.014 0.266 0.437 0.416 
8.わたしのクラスでは 何か問題を解決するとき1 一人ひとりの意見を聞いてい旦 0.171 0.193 0.193 0.234 
③ アンケートの構成
松崎 (2012)と同じである。①上学年児童用Q-Uア
ンケート (QuestionnaireUtilities :河村， 1999;以
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ftl 肉 E 畢j長I 悶i:l!夕起品肉子W 図 fV 桂川町13 14 12 
14 15 14 
閃 15 r教師のかかわり」 10 r教師lのかかわりI 10 r教師のかかわり」
19 1 13 
10 り 1 
子 12 13 15 
21 lり り
重却 17 19 榊 18 8 17 
24 2 「有能感・貢献感」
学f7Ff能i世rR 4 議選1 『経抽20 m 16 16 r有能感貢献感」 21 
3 22 2 
17 1M 
rj 学能 I
t学r能円H?E225 7 l 「凝集性」
4 
学能 5 r凝集性」 6 
能 2 7 8 1 
「積械的参加j 学尚世ヴ一能 318 
f相互尊重I 学学能能 9 8 6 
学学能能6l 能 20
学長3 能抱H 戸 16 
I 学能 12 22 
因子 I 551 617 540 357 390 372 357 5M2 476 
凶千H 643 447 396 453 208 673 
|囚凶チFIHVl 483 620 088 271 























































































































fl疑集能性J .167 5.057** 
「有感・貢献感J .506 16.093ホ**
タイプ1 .361 *** 
「教師のかかわりJ .053 1.060 
「凝有集能性感J・貢献感J .137 2.653** .478 10.265事ホホ
タイプ2 494*" 
「教師のかかわり」 .136 2.075* 
「集団凝集性」 ー202 2.834** 
「有能感・貢献感」 .502 7.081*事事
タイプ3 459*事*





「凝有集能性感J・貢献感J 112 1.886 481 8.577申事場
Y校 436牟隼傘
「教師のかかわりJ 076 1.348 









































































































「教師のかかわりJ .237 .657 
「集団凝集性J .188 .000 
「有能感・貢献感J .744 .069 
タイプ2
「教師のかかわり」 ー116 363 
「集団凝集性J ー136 .000 
「有能感・貢献感J .644 077 
タイプ3
「教師のかかわり」 059 402 
「集団凝集性」 -.031 000 
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ちなみに，松崎 (2012)において， 3校のタイプ l
学級の本来感の平均値と5D(X小学校:M=21. 20， 
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